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平成１６年（ワ）第１４２３６号 損害賠償請求事件 

原  告  三 井 マ リ 子 

被  告  豊中市 外１名 

 

証拠説明書 

２００６年９月２９日  

大阪地方裁判所第５民事部 合議２Ｂ係 御中  

 

原告訴訟代理人 

  弁護士   寺   沢   勝   子 

弁護士   川   西   渥   子 

     弁護士   大   野   町   子 

     弁護士   渡   辺   和   恵 

弁護士   石   田   法   子 

     弁護士   宮   地   光   子 

弁護士   長   岡   麻 寿 惠 

弁護士   紀   藤   正   樹 

     弁護士   越   尾   邦   仁 

弁護士   島   尾   恵   理 

     弁護士   乘   井   弥   生 

弁護士   溝   上   絢   子 

弁護士    中      平     史 
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 書 証 作 成 者 立 証 趣 旨 等 

92 チラシ 被告財団 被告財団が率先して、バックラッシュ

対策のための市民団体を立ち上げた事

実 

93 「豊中市を対象とし

たバックラッシュに

関する動き」 

山本瑞枝 被告財団が、バックラッシュ対策のた

め、市民団体に配布した資料 

94 

 

会議録 被告財団 2003年度第１回理事会の内容 

95 事務局設定会議 山本瑞枝 被告財団事務局の各種会議 

96 陳述書 小松満貴子 原告に何年位勤めるか尋ねたら、原告は３

年 

ぐらいと言った旨、武井課長が評議員に説

明していた事実 

97 文書部分開示決定通

知書 

被告財団 被告財団の設立直後から直近までの理事

会・評議員会の会議録の開示請求があり、

被告財団が開示決定したこと 

98 【高橋叡子の役職】 

と題する書面 

原告 被告財団理事長高橋叡子が就任している他

の役職について 

99 意見書 伊田広行 性差別撤廃の流れとバックラッシュ攻撃に

ついて概説し、原告に対するバックラッシ

ュ攻撃と館長人事との関係について考察し

たジェンダー論研究者による意見書 

100 ２００２年度（平成１

４年度）第２回評議員

会 会議録 

弁護士 

石田法子 

甲８３号証の１の会議録と、その改ざん版

である甲１０１号証を対比して、改ざん部

分がバックラッシュに関わるものであるこ
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とを明らかにする 

101 ２００２年度（平成１

４年度）第２回評議員

会 会議録 

被告財団 甲８３号証の１の会議録につき、バックラ

ッシュに関する部分を削除・変更した会議

録がつくられていること 

102 ２００２年度（平成１

４年度）第３回理事会 

会議録 

弁護士 

石田法子 

甲８３号証の２の会議録と、その改ざん版

である甲１０３号証を対比して、改ざん部

分がバックラッシュに関わるものであるこ

とを明らかにする 

103 ２００２年度（平成１

４年度）第３回理事会 

会議録 

被告財団 甲８３号証の２の会議録につき、バックラ

ッシュに関する部分を削除・変更した会議

録がつくられていること 

 

 


